
インドのモータリゼーション化と道路整備 

 

在インド日本国大使館 参事官 福田敬大 

 

 

 小生は，2008 年４月より国土交通省から在インド日本国大使館に出向しております。今回は，イ

ンドの自動車・道路事情についてご紹介します。 

 

１．モータリゼーション化が進むインド 

 2010 年１月，ニューデリーにおいて，インドの自動車ショー「デリー・オートエキスポ」が開催

され，120 万人の入場者を集めました。 

 モーターショーというと，ドイツの「フランクフルトモーターショー」，米国の「北米国際オートシ

ョー」，日本の「東京モーターショー」が世界３大モーターショーとして有名です。しかしながら，世

界同時不況の影響で，モーターショーの舞台はその規模・人気ともに中国・インドなどの新興国に移り

つつあると報道されています。 

 小生も会場へ足を運んだのですが，日本を含む海外の主要メーカーの他，部品メーカーの出展も多く，

また会場も人でごった返しており，１日ではとても全部を回れる規模ではありませんでした。（写真－

１，２参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真１ オートエキスポの様子       写真２ 会場で発表されたトヨタの新車 

 

 デリー・オートエキスポの盛況が物語るとおり，インドでは自家用車が急速に普及し始めています。

インドの GDP 成長率は 2009 年度 7.4％を記録し，所得の向上により中間層が増大していることが

背景にあります。 

 インドの乗用車販売台数は 2009 年度前年比 25％増の 194 万台を記録しました。そのうちマルチ

・スズキ社がシェアの 44％を占める他，トヨタ，ホンダも都市部で人気が高く，また日産がチェンナ

イに工場を建設中で，日本メーカーの存在感が大きいと言えます。 

 自動二輪の分野も前年度比 26％の 937 万台が販売され，ホンダはヒーロー・ホンダ社（ホンダと

インド企業の合弁）とＨＭＳＩ社（ホンダの子会社）を合わせると，シェアの 60％を占めています。 

 インド企業も元気で，2008 年のオートエキスポではタタ自動車が 10 万ルピー（約 20 万円）の

小型車「ナノ」を発表して，話題になりました。2009 年５月に予約受付が行われ，10 万台の割り当

てに 20 万件の申し込みがありました。同年７月から抽選による引き渡しが始まり，最近は，デリー市

内でもナノを見かけることが多くなりました。（写真－３参照） 

 日本でもモータリゼーションが発展した昭和 40 年代は，３C（カー・クーラー・カラーテレビ）が



豊かさの象徴でした。インドもまさにその発展期に突入しています。 

 しかしながら，交通インフラの整備やドライバーの意識はその流れに追いついていないのが現状で

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真３ タタ自動車ナノ 

 

２．インドの道路整備 

 インドの道路の総延長は 330 万 km とアメリカに次ぎ世界第２位の道路ネットワークを誇っており

ます。ただし，人口千人当たりの道路密度は 2.75km で世界平均の 6.7km を下回っており，決して

十分な道路が整備されている状況ではありません。インドの物流を支える国道は，全道路延長のわずか

2％の延長に過ぎませんが，40%の交通量を担っております。しかも，その国道の約３割がすれ違い

困難な 1 車線です。高速道路に至っては，200ｋｍ弱しか整備されておらず，大国インドを支える道

路インフラは非常に貧弱な状況です。（表１参照） 

 この脆弱な道路ネットワークを抜本的に改善するため，2000 年に国道整備計画(National 

Highway Development Plan)が策定され，総延長約 5 万 km，6 兆円の国道整備事業が進行中です。

主な事業は，現道の国道の 4 車線／6 車線への拡幅事業で，その他に 1,000km の高速道路，700km

の環状道路の整備が計画に盛り込まれております。（写真－４，５参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真４ 改良前の舗装の傷んだ２車線の例     写真５ 改良後の６車線道路の例  

 

 インドの道路整備の特徴は，BOT*方式を活用した「民間資金」の導入です。現在，国道庁の実施す

る事業はすべて BOT 方式で実施されており，設計・用地費を除く事業費を民間会社が調達してきます。 

 国道整備の資金計画は，中央道路基金（道路特定財源），有料道路収入，海外援助，債権，民間資金

表１ インドと日本の道路延長の比較 （km）



で構成されていますが，その半分は民間資金を見込んでいます。海外援助や債権も借金ですので，自主

財源は四分の一しかない野心的な計画です。 

 インドでは 2000 年に道路特定財源を創設し，ガソリンとディーゼルに 2 ルピー（約 4 円）／リッ

トルを課税，その収入を国道，州道，地方道の整備に充てています（ちなみにデリーでのガソリン価格

はリッター50 ルピー）。2008 年度は約７百億ルピーが国道整備に配分され，全額が国道整備に充て

られました。 

 また，国道庁の直営で４車線化された国道はすべて「有料道路」となっています。約 70km ごとに

本線料金所が設置されています。 

 2009 年 5 月に就任したナート道路交通大臣は，「1 日あたり 20km の国道を開通させる。」と宣

言し，最大の懸案である資金問題を解決するため，道路事業を魅力的な「投資案件」にしていくための

制度改革を実行中です。2010 年１月には道路インフラへの投資をアピールするために日本も訪問し

ています。 

 

*BOT（Build Operate Transfer）：民間事業者が施設等を建設し、維持・管理及び運営し、事業終了後に公共施設

等の管理者等に施設所有権を移転する事業方式 

 

３．日本の協力 

 インドから見て日本は最大の二国間ドナーであり，日本から見てもインドは過去７年間連続で円借款

の最大の受取国です。現在も数多くの電力・運輸部門での円借款プロジェクトを実施中ですが，道路プ

ロジェクトに関してはインド政府が原則 BOT 方式を採用しているため，円借款プロジェクトは多くは

ありません。現在は，ハイデラバード（インド第６番目の都市）での外環状道路の整備を行っています。 

 人的交流では，1994 年から現在まで高速道路計画・維持管理に係る長期専門家を９名，短期専門

家を多数派遣しているだけでなく，インドの道路技術者も日本での研修に多数派遣されています。その

ため，道路交通省内には日本通・親日派が多く，彼らはホテルのランクに例えて「日本の道路は五つ星

クラスだ」と日本の道路技術を高く評価しています。 

 日本では海外における道路分野の PPP に関する調査研究が進んでおります。日本企業がインドの道

路 PPP 案件に参画した事例はまだありませんが，第１号が出るように現地でご支援したいと考えてお

ります。 

 

４．オートエキスポ余話（おまけ） 

 モーターショーの主役と言えば，格好良く展示された新車ですが，各ブースのコンパニオンのお姉さ

ん達ももう一人の主役です。「インドのコンパニオンってどんな格好をしているのだろう。やっぱりサ

リーを着ているのだろうか。」と楽しみにしておりましが，期待を裏切ることなく，会場には定番のミ

ニスカート姿のコンパニオンが並んでいました。（さすがに水着姿はいませんでしたが…）。 

 彫りも深く，目もぱっちり，手足も長いインド美人が多かったので目の保養になったのですが，愛想

がないのが残念でした。日本のコンパニオンなら，観客に

にっこり微笑んでくれたり，手を振ってくれるものですが，

インドのコンパニオンはほとんど笑ってくれません。けだ

るそうに車の横に立ってポーズを作っているという印象で

した。 

 それでも，ミニスカート姿の女性など街で目にすること

のないインド人男性にとっては，衝撃的な存在のようで，

大勢の若者がカメラ片手に彼女たちの周りに集まっていま

した。かっこいい車ときれいなお姉さんという組み合わせ

は，万国共通のビジネスモデルのようです。（写真－６） 


